
 

 

第４章 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      使ってみる主体は「本人」。あくまでも提案や情報提供に留める 

        →どの事例も、ジョブコーチが導入を無理強いせず、「提案」や「情報提供」という 

形で投げかけて反応を受けとめる相談を行っていた。「シート」を書いてみる、使 

ってみるのは「本人」なので、「させられ感」がないよう、導入のタイミングは本人 

が「試しにやってみよう」と思うときにする等、本人の納得性をふまえて、活用は 

本人が選択・決定できるよう留意が必要。 

 

「ジョブコーチ＝教える人」というスタンスに必ずしもなる必要はない。相談 

支援ツールの「資料」や「シート」を上手に使うことで、知識付与も、指示的に 

ならず「～するとよいと言われている」「～らしいです」「～みたいです」と 

横並びで一緒に確認する、一緒に考えるスタンスで関わることができる。 

 

 

 

 

  「わからせようとする」支援ではなく、「わかろうとする」支援を  

 

     「相談支援ツール」を使って、支援者が「わからせようとする」との思いでゴールにもっ 

      ていこうとする、落としどころに誘導することは危険。支援者が課題と感じていること、 

見えていることもほんの「一面でしかない」と認識しながら関わることが大事。 

 

起きていること（状況）、本人が感じていること、使っている言葉、考え方や物 

事の見え方などをお互いに「わかりあう」ツールとして相談支援ツールを活用 

することが大事。「アセスメントツール」としても活用できる。 

 

 

 

 

ここでいう相談支援の「技」については、 

あくまでも事例を振り返って整理したポイン 

トや留意点にすぎず、これらを読んで知るだ 

けでは「技」にはなりません。実際の相談支 

援において活用できる「技」にするためには 

実際に意識して、工夫して相談支援ツールを 

使ってみる体験を支援者自身がすることが重 

要です。支援者自身が相談支援の「体験」と 

「振返り」を繰り返しながら、実際に使える 

「技」に変えていくことが大切です。 
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第第４４章章  ままととめめ  

本支援マニュアルでは、ジョブコーチ等による職場適応を促進するための相談支援で

活用できるツール集を取りまとめ、相談支援ツールを活用した効果的な相談にあたって

のポイント及び留意点を紹介しましたが、これらの「相談支援ツール」を使うこと＝相

談支援技法であるとは考えていません。効果的で適切な支援を行うためには、「対象者の

ニーズ、状況、課題によって活用するツールを選択したり使い分けること、相談の仕方

に工夫を加えること」が大切であると考えています。また、対象者への支援場面で活用

するだけでなく、支援者がアセスメントした情報をもとに支援方法を検討する際にも役

立てられるのではないかと考えています。経験の浅い支援者には、少しでも支援の幅を

広げることに、経験の豊富な支援者には、多角的な視点からよりよい支援方法を検討す

ることに、有効に活用していただければと思います。 

働く障害者数がかつてない水準で増加し、法改正を契機として在職者の職場適応への

関心も一層高まることが見込まれるなか、職場定着を支える会社内での取組や、それを

支える就労支援において、本支援マニュアルで紹介した支援技法を活用していただくこ

とが、障害者雇用の質を高めることに少しでも役立つことを期待しています。 
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